
資料 4－2 

アンケ－ト結果アンケ－ト結果アンケ－ト結果アンケ－ト結果    

 平成２７年８月号の広報にて行ったアンケートの集計結果は以下のとおりです。 

 

・・・・回答者数等回答者数等回答者数等回答者数等    

 全回答者数は 87 名でした。 

  

男女比の内訳は男性 30 名、女性 55 名、未回答 2 名でした。 

 

 年代は 20 代以下が 3 名、30 代が 6 名、40 代が 14 名、50 代が 11 名、60 代が 28 名、70

代以上が 23 名、未回答が 2 名でした。 

 

職業は会社員が 9 名、自営業が 4 名、公務員が 7 名、パート・アルバイトが 14 名、主婦・

主夫が 25 名、無職が 24 名、その他が 2 名（非常勤講師、団体職員）、未回答が 2 名でした。 

    

・・・・質問項目質問項目質問項目質問項目    

・子どもがいきいきと育つために、特に重要だと思うもの 
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親や家族の役割

友達とのかかわり

自然の中で遊べる場所

地域の大人とのかかわり

自己表現できる場の充実

地域の安全の確保

学校や教員とのかかわり

体験学習の場の充実

スポーツの振興

地域の伝統行事や文化活動の振興

相談できる機会の充実

その他



 

・子どもがいきいきと育つために、保護者や地域の大人としての役割として

大切だと思うもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子どもが幸せに暮らすために守られなければならない「子どもの権利」の

うち、いつもの生活の中で守られていない権利 
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しつけを行う

心の安らぎを与える

心身の成長を支える

子どもの夢や希望を応援する

積極的に対話する

事故や犯罪から守る

社会規範を教える

伝統や文化、風習を伝える

家庭における役割を与える

気軽に相談にのる

自主的な活動の場をつくる

スポーツや遊びの指導・相手をする

勉強を教える

その他



・児童虐待と感じるもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・児童虐待が起こる理由 
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衣食住

教育

医療

心理

文化
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未回答

・児童虐待を防止するため、必要だと思うこと（複数回答あり） 

 

 

・「子どもの貧困」は問題だと思いますか。 

 思う 83 名    思わない 3 名   未回答 1 名 

 

 

・「思う」と答えた方の「子どもの貧困」が最も影響を与えていると思う分野 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


